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  巻頭言 

 

「コロナ禍を越えて、留学生の受け入れを積極的に進めるために、和歌山地域留学生等 

交流推進協議会の活動を進めましょう！」 

和歌山大学 学⾧ 伊東 千尋 
  

2020 年当初から日本において猛威を振るった新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）は、人と人との交流に大きな

影響をもたらし、そのあり方を変容させてしまいました。遠

隔授業やリモートワークなどの他にも、イベントでの観客数

の上限が設定されたり、大勢での会食が制限されたりと、経

済活動にもかなりの影響が出ました。また、マスクの着用や

検温など、我々の日常的な生活にもその影響は及びました。

これら全てがニューノーマルと呼ばれる新しい生活習慣と

なって、我々の生活に浸透し、今日に至っています。COVID-

19 の感染形態を踏まえれば、ニューノーマルへの移行は止

むを得ないことでしょう。 

 このコロナ禍によって最も大きな影響を受けたのが、国際交流です。各国政府が外国から

のウイルス流入を防ぐための水際措置を強化したため、事実上、国境を越えた人の移動が途

絶え、国によっては海外小包を送ることさえもできない状態に陥っていました。昨年 11 月

に、日本国内のコロナウイルス罹患者数が急激に減少したこと、そしてワクチン接種率が向

上したことにより、水際対策が緩和されました。コロナ禍の最中には、日本各地の大学で留

学生の受け入れがうまくいかず、中には、入学許可から 1 年半経っても入国できない学生

がいたとの情報もありましたが、水際対策の緩和により、日本各地の大学は留学生受け入れ

に動き出しました。 

 和歌山は、豊かな自然と文化遺産を擁し、関西国際空港に近く、近隣に奈良、京都といっ

た古都、そして大阪、神戸などの現代的な都市部を有する地政学的な利点を持つ地域です。

この特徴は、日本に憧れを抱き、日本で学ぶことを選択する留学生にとって大きな魅力です。

この魅力を発信していくことで、さらに多くの留学生を得て、和歌山のグローバル化を進め

ることができると考えます。その一方、コロナ禍を踏まえると海外からの留学生の受け入れ

に一抹の危惧を感じる地域の人たちも少なからずいると考えます。この状況において、和歌

山県と和歌山に在る大学のグローバル化を進めるには、推進協議会を挙げて、留学生の受け

入れ拡大に取り組むことが必要であると考えています。まずは、参加各校の留学生受け入れ

に関しての検討状況を共有し、共通して対応すべき点について協力し合うことが大切です。

参加各校と県が一体感を持って留学生受け入れにあたる事で、グローバル化を進めること

への地域の人たちの理解が得られると考えます。和歌山大学は、協議会参加各校、参加各機

関の皆さんと共に、和歌山のグローバル化を進める役割を果たしてまいります。 

 



 留学生から 

 

「一生の出会い」 

 

高野山大学 文学部4年 

       チョン・チョムラン（カンボジア王国） 

 

日本語は外国人の私にとって、勉強するのは本当に難しいです。特に、漢字や発音を覚えるのは容

易なことではありません。しかし、何故、私がそんなに難しい日本語に夢中になり、諦めずに勉強してい

るかというと、26年前に、偶然、佐藤さんという日本人との出会いがあったからです。 

その当時、私の家族の生活は貧しく、毎日の食事さえままならない状態でした。そんな時に親切な日

本人の佐藤さんという人に出会いました。佐藤さんは私の家族のために、沢山お金を出し、雨漏りして

いる家の屋根を修理したり、お手洗を作ったり、私が学校へ勉強に行けるように自転車や文房具などを

買ってくれたりと、色々なことをしてくれました。私は本当に嬉しく思い、「このことは死ぬまで忘れない」と

自分に誓いました。 

 佐藤さんが日本に戻る前に、「私は色々なことを助けてあげました。その代わりに、将来、あなたは私

とあなたの家族のために、頑張って素晴らしい人になってください。もし、出来たら、日本語と日本の習

慣を勉強することにチャレンジしてみてください。世の中には本当に素晴らしいことが沢山あるので、『井

の中の蛙大海を知らず』にならないようにしてください。井戸の外の景色は井戸の中の景色より何倍も

美しいですよ」というアドバイスをくれました。佐藤さんのそのお言葉は私の心に強く響き、私は佐藤さん

に「佐藤さんのために、家族のために、自分のために、いくら大変なことがあっても諦めせずに、毎日少

しずつ頑張って井戸の外に出ます」と約束しました。 

その後、いつか佐藤さんと約束を果たしたいと思いつつ、10年程頑張って働き、家庭の経済状況も少

しずつ改善されて来たときに、カンボジアで日本語学校を見付け、日本語の勉強を始めました。約4年間

勉強し、2018年の４月にやっと、高野山大学に留学することが出来ました。 

私は今、佐藤さんと約束した通り、大海を知るために、井戸の外に出ることが出来ました。そして、

今、大学で勉強しつつ、日本という大海の社会、文化、習慣などに触れ、自分の見聞を広めようと頑張

っています。 

佐藤さんに出会ったおかげで私の人生は変わり、言葉で表せられないくらい心から感謝しています。

しかし、私や私も家族もその当時、佐藤さんの日本の連絡先やフルネームさえもお伺いしておらず、今と

なっては、感謝の気持ちや、佐藤さんとの約束通り大海を知るために日本へ留学したことをお伝えする

術がありません。この『きのくに』への執筆が、いつか佐藤さんの目に触れることがあればと思い、ここに

佐藤さんへの感謝の気持ちを書かせて頂きます。「佐藤さん、色々と本当にありがとうございました」。 

 

 

 



 留学生から 

 

「和歌山高専での留学生生活」 

 

和歌山工業高等専門学校 環境都市工学科3年 

     チャン・チャイホック（カンボジア王国） 

 

 私は、和歌山工業高等専門学校（以下、和歌山高専）環境都市工学科3年D組に所属している留学生

のチャイホックといいます。留学生としての生活というと、皆さんは勉強や寮生活などを想像するのでは

ないでしょうか。そこで、私はこれから和歌山高専の留学生のことを簡単に紹介させて頂きたいと思って

います。よろしくお願いします。 

 

 まず、私は2021年4月に和歌山高専に

来ました。入学初日、私は留学生の一人

で日本語があまり上手ではないですし、

誰も知り合いがいません。最初、寂しいと

思っていましたが、日本人の学生と話し

てみると、みんな優しく、一か月の間に友

達が段々増えていきました。専門科目の

授業については、日本語の文章が多い

せいで大変でしたが、毎日日本語を復習

すれば日本語が簡単に分かるようになり

ました。また、和歌山高専の先生は、授

業の質問でも生活の質問でも優しく答え

てくれました。 先日、「日本事情」担当の

先生が3年生の留学生を那智の滝と熊野

古道に連れていってくれました。先生は

歩きながら、那智の滝と熊野古道の歴史

について話してくれました。また、和歌山

の食べ物はだいたい安くて美味しいです

。和歌山高専の周りにはレストランやス

ーパーなどが少ないですけど、御坊市街

地と和歌山市ではいろいろなことを楽し

むことができます。 

 

最後に、和歌山県で勉強する機会が

あったのはとても幸運でした。ここにはた

くさんの文化や歴史、自然、料理などが

あります。特に、私は海に面した和歌山

高専の学生寮に住んでいるので海を見ていつも楽しんでいます。私は、和歌山に住み始めてまだ期間

が短いですが、本当に和歌山が大好きです。 

 

 

 

 



 留学生から 

 

「留学生の宝物」 

 

和歌山大学 システム工学部4年 

     チョイジルスレン・バヤンドゥーレン（モンゴル国） 

 

 モンゴルから留学してきたチョイジルスレンです。和歌山大学のシステム工学部の4年生で、今年卒業

します。今まで色々手伝っていただいた国際交流課、WIN-コンコード、一から十まで教えていただいた

学部の先生達、日本語の先生達に心から感謝申し上げます。 

 

 私は高校卒業年の最初頃は留学することについてあまり考えていませんでした。学校の先生から日

本へ留学できるTwinningプログラムについて聞いて、海外へ行って勉強してみようと決めて試験の準備

に入りました。最初は大学の勉強より、旅行、様々な料理を食べて、高層ビルをたくさん見て、新幹線に

乗ってみることを考えばかりでした。 

 

 日本語は母国で2年半勉強しまし

た。大学の1年生の夏休みに田舎の

自宅へ帰りました。その時、親戚な

人が日本からきた研究者を連れて

来ました。日本語を勉強して一年間

になった私があの研究者に自宅の

周辺の河川や湖、地下水について

説明することになりました。 

あの時の私の日本語は挨拶と自

己紹介、興味、趣味などの話しかで

きないくらいでした。それでもあの研

究者に自分の知っている言葉を使っ

て説明しましたが、あの人は何もわ

かりませんでした。 

 今は4年前のあの研究者に会え

ば、丁寧に挨拶し、自宅の周辺の河川、湖、地下水についてわかりやすく説明してくれます。留学した時

期の最も大切に思って、感謝しているのは日本語です。一生の宝物になります。今まで出会った日本人、

学んだこと、観覧した美しい自然や観光地、今まで食べた日本料理、日本で送った一年半の生活につな

がっていただいたのは日本語です。 

  

 

 

 

 



 国際交流を考える 

 

「国際交流委員会IEC」 

 

和歌山大学観光学部3年 

 宮田 果奈 

 

私が経験してきた国際交流についてお話ししたい。私は大学1年の夏にオーストラリアに短期留学に

行った。留学生だった私に、現地の人々はとても親切にしてくれたので、帰国してからは和歌山大学に

来ている留学生に親切にして、留学生皆と仲良くなろうと思った。私は大学で開催される様々な交流イ

ベントや留学生の授業に参加したが、交流の機

会を学生主体で作れば、もっと身近な交流がたく

さんできると思ったので、1年の冬にクリスマスパ

ーティーを企画した。留学生と日本人の友人を招

待して、みんなで料理を食べ、プレゼント交換を

行い、とても楽しい時間を過ごした。そこには素

敵な国際交流が生まれていた。 

 

その後も交流を続けるため留学生との交流を

主な活動とする、国際交流委員会IECというサー

クルの活動を始めた。たくさんのメンバーが集まり、この活動を支えてくれた。始めると同時にコロナウイ

ルスのパンデミックが始まったので、IECはオン

ラインでの活動を通して交流を続けた。毎月オン

ラインで集まり、それぞれの国について話した

り、ゲームをしたりして交流をした。大学に行け

なかったので、このような機会は有意義であっ

た。また、新しい留学生が来日した際には日常

生活の様々なサポートも行った。IECの活動を通

して、留学生と日本人学生は身近な存在になっ

たと思う。 

 

 

IECの活動では様々な文化的アイデンティを持つ人が一

緒に活動するが、参加する人は皆、お互いの文化を尊敬し

て相手に友好的である。このような人達と一緒に、生活や

言語、文化の違いを楽しく話し合っているときが、私にとっ

て一番楽しい時間である。IECは留学生にとっても、日本人

学生にとっても有意義な活動を続けていき、これからも国

際交流を作っていきたい。 



外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査目的】 

県内外国人留学生の円滑な受け入れの促進と交流活動の推進を図るため留学生に係る生活面

での実態を把握し、和歌山県地域留学生等交流推進協議会での検討資料とする。 

【調査項目】 

A) 基本的事項について   E）奨学金・授業料免除について 

B) 住居・通学について   F）健康について 

C) アルバイトについて   G）和歌山地域住民との交流について 

D) 生活費について     H）その他 

【調査時期・対象】令和３年 

和歌山県内の大学、短期大学、高等専門学校在籍の留学生 全200名   回答数：49名   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今住んでいる部屋を慣れました。 

 僧侶ので、お寺に住むことほがいいだと思います 

 バイトは不便ですね。 

 周辺環境とか 

 引っ越し 嫌い 

 アルバイトとか大阪市でございます、和歌山から時間がかかります、交通費も高いです 

 一人で暮らしたいから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
   

  ・ちょうと不便 

・通学時間 

・大阪でアルバイトしている 

・もうすぐ卒業するから 

・今の住んでいるマンションに満足しているからです。 

・引っ越しが面倒 

・不便 

・来年卒業予定する 

・学生寮から学校まで3分ぐらいかかります。部屋はちょっと小さくても，先生が優しいので， 

寮に住んだほうがいいです。 

・今の住宅に満足 

・もうすぐ卒業します 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・時間の問題 

・特になし （他３名） 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 \91,000 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・見つけにくい 

・特にない（他８名） 

・頼めばいいのかということです 

・友達の留学生がありますので、問題がないです。 

・信頼される人が少ない 

 

 

・特にない（他41名） 

・留学生同士の連絡先とかの共有、定時的な相談（生活や学業について） 

・日本人学生とお話しできるイベントを開催して欲しいです 



・研究室の管理をもっと利用しやすくようにしていただきたいと思います 

・English website 

・交通の値段（和歌山高専から御坊駅までのバス）がちょっと低くなったらいいと思います。 

・今は満足です 

・多国籍の留学生と交流できること 

 

 

 

・不便 

・和歌山はとても良いところです 

・地域としてはやはり交通便利なところが欲しい。今住んでいるところでは学校に近いが、買い物とか 

電車駅までは遠すぎる。 大学に対しては、もっと留学生に対する支援制度が欲しい。同じ学校なの 

に、留学生に対する奨学金より、日本の方しか申し込まない奨学金のほうががたくさんある。 

和歌山で留学している外国人が少なくないと思うが、学校は『プライバシーを保護する』ため、同じ学

校にいても留学生同士が知り合いになるとは限らないので、せめて年一回でいいから、同じ学校の

留学生同士を集めて交流会とかしたほうがいいと思う。そして県内の留学生交流会とかが開催すれ

ば留学生のみんなも活躍すると思う。 今年は私が和歌山で住んでいる4年目であって、コロナ以

前、私は毎年少なくとも2回ぐらい帰国する。関西エアポートまでただ2時間くらいかかるのでそんなに

不便じゃない。景色もいいし、野生動物も多い。すごく環境がいいところと思う。 

・日本語が上手になりたいので、いろいろ活動に参加したいと思います。 

・楽しいです 

・特にないですが、現在のコロナ状況によって来年はオンライン授業になってほしいです。 

・留学生への支援が少ないですので、できれば力になって頂きたいです。地元の人と接触できるイベン

トもお願いしたいです。 

・地元民や日本人学生との交流を望みたい 

・和歌山の交通が不便だと思って、大阪で住んでいます。 

・和歌山県は非常に自然環境のいいところだと思います。 

・環境が良くて、静かです。 

・Special educational program in English 

・大学での楽しい研究と一緒に研究ができる友達、教員を望みます 

・和歌山は天気が良くて自然もいっぱいあって素敵です 



・周りの人(先生たちと学生課と日本人学生と留学生や先輩達)が色々優しく教えてくれたのをすごく

感謝します。和歌山の歴史と自然の豊かさが少しずつわかっていくことの嬉しいです。 

・無料でスポーツをするところがあまりない。それとも情報があまりない。近くにジムがない。健康に気を

つけたいが、なかなか実行できない。 

・和歌山大学のバスについて 多くになるまた学生に向け無料になる欲しいですよろしくお願いいたし

ます。 

・地域住民と交流するチャンスを取りたいです。 

・日本人の友達を作りたいです 

 

 

 

 

 

 



機関・団体名 実施期間

和歌山大学 留学生オリエンテーション

和歌祭御船歌・唐人披露

留学生が「和歌祭」で街を練り歩く行列の際に使われていた衣装をまとい、その姿を披露した。

新入留学生＆新２年生対象　オンライン交流相談会

令 和 ３ 年 ５ 月 ブリッジウォーター州立大学教育バーチャルプログラムへ参加

交換留学ガイダンス及び留学生による協定校紹介（Teams）

多言語サロン（前期６月～７月）

留学生が講師となり本学学生や教職員を対象に文化・母語を紹介しながら異文化理解、相互交流を深めた。

 第1３回　留学生による作文コンクール

留学生による研究発表会

日本語・日本文化研修生修了式

修了生５名は、在学中の思い出や苦労、今後の抱負を語り、学長から修了証を授与された。

新入留学生オリエンテーション

令 和 ３ 年 １ ０ 月 交換留学ガイダンス

多言語サロン（後期１１月～１２月）

和歌山大学客員教授（外務省参与、元駐グアテマラ特命全権大使）川原英一先生オンライン特別講演

第１９回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」

県内に在籍する留学生及び海外の本学協定校に在籍する学生を含む１５名がスピーチを披露した。

JETRO和歌山主催・和歌山大学共催「日本企業勉強会」

約３０名の留学生が参加し、日本企業への就職に関する説明を聞き、先輩社員との交流を行った。

令 和 ４ 年 ３ 月 和歌山大学国際シンポジウム 第２回「アジアにおける日本語教育―日本文化と日本語教育―」

高野山大学 令 和 ３ 年 １ ２ 月  和歌山大学主催：第19回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」参加

令 和 ３ 年 １ ２ 月 和歌山大学主催：第19回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」参加

和歌山工業高等専門学校留学生交流行事

地元の家庭に宿泊し、交流および伝統産業の体験を通じて日本への理解や留学生相互の親交を深める。

令和３年度　県内外国人留学生との交流行事（事業）に関する調査

行事（事業）名

令 和 ３ 年 ４ 月

令 和 ３ 年 ９ 月

令 和 ３ 年 ８ 月

令 和 ４ 年 ２ 月

令 和 ３ 年 １ １ 月

令 和 ３ 年 ６ 月

令 和 ３ 年 １ ２ 月

和歌山工業高等専門学校



機関・団体名 実施期間

受入れ家庭での農作業・モノづくり、施設での布草履づくり体験

中国駐大阪総領事館の職員と中国からの留学生が参加して毎年行っている。

令 和 ４ 年 １ 月 第３０回　外国人による日本語スピーチ大会

令 和 ４ 年 ２ 月 新春国際交流パーティー

紀州っ子アドベンチャーフェスタ～アジアの国を知ろう！～

参加者が世界各国のブースを訪問し、在住外国人から海外の生活文化・習慣を学んだ。

災害時多言語支援センター設置運営訓練事業

留学生へ「コロナ禍での支援」

留学生との交流会の代替とし、県内留学生80名にマスク等の衛生用品や食料品の支援を行った。

和歌山城での交流会

和歌山城公園散策（天守閣・忍者仮装・手裏剣遊び体験など）

NPO法人 令 和 ３ 年 ４ 月 生活関連の情報提供や支援／生活用品の貸与（自転車・炊飯器等）

WINコンコード ホストファミリーとしての支援（生活相談や病院等への付き添い）

就職活動支援（事務所での相談対応やオンラインでの相談も実施）

令 和 ４ 年 ３ 月 日本社会や文化等の学びを支援や卒業生との交流

令 和 ３ 年 ３ 月 新入生歓迎お花見

第１３回　NPO法人WINコンコード総会・留学生のスピーチ

総会後、留学生による自国紹介では多くの質問があり理解が深まった。

読売日本交響楽団コンサート

就活勉強会

留学生のための就職活動について、専門家の講義を受け、質疑応答をした。

令 和 ３ 年 ７ 月 交流会

令 和 ３ 年 ８ 月 日本語日本文化研修生の日本文化体験会　（振袖着付け体験など）

交流会

モンゴル・ベトナム料理を作って交流を楽しんだ。

令 和 ３ 年 １ ０ 月 断水に伴う支援を実施（水の配達やシャワーの提供など）

令 和 ３ 年 １ １ 月 和歌山県内の観光

第１９回学長杯留学生による日本語スピーチコンテストへの支援

八朔狩りと忘年会

令 和 ４ 年 １ 月 お正月行事体験　初詣

令 和 ４ 年 ２ 月 会社訪問

行事（事業）名

令和３年度　県内外国人留学生との交流行事（事業）に関する調査

令 和 ３ 年 ６ 月

令 和 ３ 年 ９ 月

令 和 ３ 年 １ ０ 月

公益財団法人
和歌山県国際交流協会

令 和 ３ 年 １ ２ 月

和歌山県日中友好協会

令 和 ３ 年 ５ 月

令 和 ３ 年 １ １ 月

国際ソロプチミスト和歌山

令 和 ３ 年 ６ 月

～

和歌山国際ボランティア組織KNOW

令 和 ３ 年 １ ２ 月



 県内外国人留学生との交流行事（事業）写真 

 

〈和歌山大学〉 

●和歌祭御船歌・唐人披露              ●第１３回 留学生による作文コンクール表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日本語・日本文化研修生修了式            ●多言語サロン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第１９回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 県内外国人留学生との交流行事（事業）写真 

 

<和歌山県日中友好協会＞ 

●「中日友好千年萬年」の記念碑顕彰式典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<公益財団法人和歌山県国際交流協会> 

●紀州っ子アドベンチャーフェスタ       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●災害時多言語支援センター設置運営訓練事業 

 

 

 

 

 

 

 



 県内外国人留学生との交流行事（事業）写真 

 

<国際ソロプチミスト和歌山> 

●和歌山城での交流会             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「コロナ禍での支援」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 県内外国人留学生との交流行事（事業）写真 

 

<NPO 法人 WIN コンコード〉 

●新入生歓迎お花見              

 

 

●県内の観光                  

  

 

 

 

 

 

 

●交流会                ●振袖着付け体験 
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86 2 13 12 - 0 113

14 0 0 0 - 3 17

3 0 0 1 - 0 4

9 0 1 0 - 0 10

1 0 0 0 - 0 1

0 0 0 0 - 0 0

3 0 1 1 - 0 5

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 2 0 - 2 4

0 0 0 0 - 0 0

8 0 0 0 - 5 13

0 0 0 0 - 0 0

オセアニア 0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 1 0 0 - 0 1

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 1 1

1 1 0 0 - 0 2

0 1 0 0 - 0 1

0 1 0 0 - 0 1

0 1 0 0 - 0 1

北　　　　米 0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

0 0 0 0 - 0 0

125 7 17 14 - 11 174

3 4 0 0 - 4 11

外 国 政 府 派 遣 留 学 生 12 0 0 0 - 7 19

交 換 留 学 生 0 0 0 0 - 0 0

県 費 留 学 生 0 0 0 0 - 0 0

上 記 以 外 留 学 生 110 3 17 14 - 0 144

125 7 17 14 - 11 174
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ガ ー ナ
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中東
イ ラ ン

イ ギ リ ス
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ソ ロ モ ン 諸 島
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フ ラ ン ス
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和歌山地域の留学生受入状況
令和3年10月現在

中 国

マ レ ー シ ア

台 湾

韓 国

イ ン ド ネ シ ア

ベ ト ナ ム

ミ ャ ン マ ー

タ イ

シ ン ガ ポ ー ル

ラ オ ス

ス リ ラ ン カ

モ ン ゴ ル

大学等名

国 名（地域）



全国5/1
県全体
10/1

和歌山大学
和歌山県立
医科大学

高野山大学
和歌山工業
高等専門学校

近畿大学
生物理工学部

和歌山信愛
女子短期大学

近畿大学
青鞜短大

平成２年 41,347 36 17 9 6 4

平成３年 45,066 33 25 3 1 4

平成４年 48,561 41 29 7 1 4

平成５年 52,405 55 40 8 3 4

平成６年 53,787 76 58 9 3 5 1

平成７年 53,847 78 58 9 3 5 2 1

平成８年 52,921 76 59 8 1 6 2

平成９年 51,047 78 55 12 4 7

平成１０年 51,298 75 53 13 3 6

平成１１年 55,755 86 71 9 1 5

平成１２年 64,011 93 75 12 1 4 1

平成１３年 78,812 103 80 17 2 3 1

平成１４年 95,550 123 96 18 3 4 2

平成１５年 109,508 138 110 18 3 5 2

平成１６年 117,302 173 143 20 3 6 1

平成１７年 121,812 178 147 18 3 9 1

平成１８年 117,927 180 150 16 3 10 1

平成１９年 118,498 170 138 18 1 12 1

平成２０年 123,829 174 140 18 1 14 1

平成２１年 132,720 186 151 15 1 16 3

平成２２年 141,774 180 147 13 1 15 4

平成２３年 138,075 178 151 6 1 16 4

平成２４年 137,756 201 177 13 1 8 2

平成２５年 135,519 215 201 4 0 9 1

平成２６年 ※184,155 228 206 8 3 8 3

平成２７年 208,379 207 186 5 3 8 5

平成２８年 239,287 176 150 4 6 8 8

平成２９年 267,042 174 137 7 14 7 9

平成３０年 298,980 204 156 6 26 8 8

令和元年 312,214 216 171 7 21 9 8

令和２年 279,597 172 124 8 21 10 9

令和３年 未掲載 200 151 7 17 11 14

※平成26年度より高等教育機関及び日本語教育機関における総数を本調査における留学生数としている。
(独立行政法人日本学生支援機構ホームページ記載
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/intl_student_e/index.html）

和歌山地域留学生の推移



事業報告 
 

○令和２年度和歌山地域留学生等交流推進協議会（総会）及び運営委員会は、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大に伴い中止とした。 

 但し、広報誌「きのくに」は例年どおり、第３１号を発行し、ホームページへ掲載した。 

巻頭言は、近畿大学生物理工学部梶山学部長にご協力いただき、学生の寄稿文及び各種

調査統計についても、当協議会所属団体のご協力を得て、結果を掲載した。 

 

 

 



和歌山地域留学生等交流推進協議会要項 

 

（趣旨及び目的） 

第１ 和歌山県内における外国人留学生等の円滑な受け入れの促進及び地域との交流活動

の推進を図るとともに，地域住民の国際理解の増進に寄与するため，和歌山地域留学生

等交流推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

  （事業） 

第２ 協議会は，第１に掲げる目的を達成するため，次に掲げる事項について協議する。 

（１） 留学生の受入れの推進 

（２） 留学生の勉学条件及び生活環境の整備 

（３） 留学生と地域住民との交流の推進 

（４） 地域住民に対する啓発 

（５） その他協議会の目的達成に必要な事業 

 （組織） 

第３ 協議会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 和歌山県内の高等教育機関，国の機関，地方公共団体，経済団体及び留学生 国 

際交流関係団体のうちの関係機関 団体の長又は代表者 各１名 

（２） 学識経験者若干名 

２ 前項の委員は，議長が委嘱する。 

３ 第１項第２号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。 

  （議長） 

第４ 協議会に議長を置き，委員の互選により選出する。 

２ 議長は，協議会を招集する。 

３ 議長の任期は，４月１日より２年間とし，再任を妨げない。 

  （委員以外の者の出席） 

第５ 議長が必要と認めたときは，委員以外の者を協議会に出席させることができる。 

  （運営委員会） 

第６ 協議会の円滑な運営を図るため，協議会の下に和歌山地域留学生等交流推進協議会

運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。 

２ 運営委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 第３の第１項第１号に定める機関 団体から推薦された実務担当責任者各１名 

（２） その他協議会が必要と認めた者 若干名 

３ 前項の委員は，協議会議長が委嘱する。 

４ 第２項第２号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。 

５ 運営委員会に委員長を置き，協議会議長が指名する者をもって充てる。 

６ 委員長の任期は，４月１日より２年間とし，再任を妨げない。 



  （事務） 

第７ 協議会及び運営委員会の事務は，国立大学もしくは地方公共団体等が担当する。 

  （雑則） 

第８ この要項に定めるもののほか，協議会及び運営委員会の運営に関し必要な事項は，

別に定める。 

    附 則 

 この要項は，平成２年２月 13日から施行する。 

    附 則 

 この改正要項は，平成 13年４月１日から施行する。 

 

 

 

和歌山地域留学生等交流推進協議会に関する申合せ事項 

 

○ 協議会の運営について 

１． 協議会は，年１～２回開催することとする。 

２． 協議会には，必要に応じ運営委員会委員の出席を求めるものとする。 

 

○ 運営委員会の運営について 

１． 委員長は，運営委員会を招集し，その議長を務める。 

２． 運営委員会は，協議会の事業計画に関する具体的事項について協議するため，適

宜開催するものとする。 

３． 運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が定める。 

 

○ 協議会議長並びに運営委員会委員長の任期の取り扱いについて 

１．  協議会議長並びに運営委員会委員長の出身団体における任期が終了した場合， 

  前任者の残任期間は，出身団体における後継者が，その任にあたる。 

     附 則 

  この改正事項は，平成１３年４月１日から施行する。 

 

 


